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1． 特徴

『3D-ERGO』は、 負荷の高い姿勢の繰り返し回数と累積時間をリアルタイムで計測・評価

し、作業環境の改善を支援する簡単操作で柔軟なソフトウェアです。

特徴

1. 繰り返し回数・累積時間の計測

OWAS法評価で姿勢の負荷が高い5種類の姿勢（両腕上げ、前後屈、上体ひねり、膝

を曲げる、しゃがむ）をリアルタイムで検知し、繰り返し頻度と累積時間を数値化しま

す。

2. 荷重の影響の考慮

  作業者が肩より高く持つ物の重量を基準に、過負荷か基準値内かの負荷評価が可

能です。  

3. 原因の特定と可視化

  特定の姿勢が作業負荷の主な要因であるかを可視化し、改善ポイントを明確にしま

す。   

その他の特徴

● 簡単操作: 分かりやすいインターフェースで直感的に操作可能。タイムスライド・バー

で結果の妥当性が簡単に確認できます。

● 判定レベルのカスタマイズ:  お客様が設定した基準値を用いて、作業負荷の良否判

定が可能です。

● 結果の保存と可視化: 計測結果がexel形式で保存されるので簡単にレポート化できま

す。

● 既存システムとの互換性: PosCheck-101と同じハードウェア構成で簡単に導入できま

す。

２．システム構成

本システムは以下のノートPC、PoEスイッチ（カメラ電源及びハブ機能）と３Dカメラ（ToFカ

メラ）で構成されています。このハードウェア構成はPosCheck-101と同一です。システム

の起動は、PosCheck-101の制御用PC上の3D-ERGOアイコンをダブルクリックすることで

起動されます。PosCheck-101と3D-ERGOを同時起動はできません。
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３．オペレーション概要

計測手順

1 「片腕または両腕上げ、前屈・後屈、上体ひねり、膝を曲げる、しゃがむ」の５種類の姿勢を、

自動で回数計測と累積時間（％）をカウントします。また、荷重の有るものを肩より上に持ち上

げた時の回数も計算できます(半自動)。これにより、どの姿勢の多さが作業負荷の原因となっ

ているかを見つけ出します。

2 あらかじめ荷重の基準を設定し、腕を肩より上に持ち上げた姿勢をｼｽﾃﾑが自動で抽出し、計

測者が基準以上の荷物を持っているか目視判断し、持ち上げ作業の負荷を計測できます。

3 計測後にタイムスライド・バーを掃引することで、各時点での画像とカウントの有無(上図赤枠

部分)が明示できます。これにより簡単に計測結果の妥当性が確認できます。

4 一工程10分以内の計測で、作業工程毎の姿勢負荷の比較が容易にできます。
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４．測定結果出力データ

・「姿勢評価」、の判定値をexelファイルに保存します。結果は、exel 形式で保存されているため、

簡単にレポート化できます。

・最終結果表示画面を当該ディレクトリ上に保存します。

　下図にその例を示します。図では、どの姿勢の回数又は累積時間が、既定値より多かったかが

分かり、かつ総合判定として最終評価が右下に示されます(図では基準値より負荷が大きかっ

たことが示されています)。
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5 仕様概要

以上
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